
学校番号 １２０３ 

令和 2年度 体育科 

 

教科 体育科 科目 スポーツⅣ 単位数 １単位 年次 １～３年次 

使用教科書 特になし 

副教材等 ＤＶＤなどの映像教材 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・ダンスを通して、自己の能力に応じて基礎・基本的な運動技能・体力や筋力を高めよう。 

・自他の技能を観察し、分析することで興味・関心を高め、ダンスの楽しさや喜び、達成感を一緒

に味わおう。 

・ダンスの授業を通して、運動をする・見る・支える・調べるといった関わりを学び、自分にあっ

たスポーツライフを考えてみよう。 

・「踊ること」「ダンスを創ること」「ダンスを見せること」「ダンスを観ること」を学習します。 

・学習の到達度は、授業での取り組み状況を中心に評価します。 

・ダンスの学習は、仲間とともに実際にやってみて、試してみてこそ価値あるものとなり、感性が

豊かになります。 

・ダンスが人とひととのコミュニケーションのひとつであることを理解することを期待します。 

 

２ 学習の到達目標 

・心と体を一体として捉え、健康・安全に留意して踊る態度を育て、ダンスの合理的、計画的な実

践を通して運動を習慣化する。 

・生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を日常生活でも生かせるよう、ダン

スと健康について知識や理解を深めるとともに健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向

上を図り適切に判断する能力を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自ら進んでダンスの

楽しさや喜びを味わ

おうとする。 

健康や安全を確保し

て学習に主体的に取

り組もうとする。 

結果を受け入れ、自他

の技能を客観的に判

断できる。 

公正・協力・責任・参

画などの態度を身に

付ける。 

知識を活用し、技能向

上につなげる。 

運動を継続したり、体

力や技能向上をする

ための計画を考える

ことができる。 

学習で得た成果を自

ら応用・発展させ、実

生活に活かせる。 

技能向上に挑戦す

る。 

ダンスの特性に応じ

て表現するための各

領域の段階的な技能

を身に付ける。 

仲間と連携・協力し

て各種目を楽しむ。 

ダンス技術の名称や

行い方、体力の高め

方、課題解決の方法、

練習や発表の仕方、

ダンスを行う際の健

康・安全の確保の仕

方についての具体的

な方法を理解してい

る。 

ダンスの歴史、文化

的特性、スポーツと

の関わり方について

理解している。 



評
価
方
法 

受講態度の観察 

レポート 

 

レポート 

技能テスト 

        等 

技能観察 

 

       等 

レポート 

技能テスト 

        等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に評定を出します。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

後
期 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

基
本
的
リ
ズ
ム
・
ス
テ
ッ
プ
・動
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

発
表
会
に
向
け
て 

   

「現代的なリズムダンス」の特

性について 

「ストリートダンス・ＨＩＰＨＯＰ」

を学習する意義やねらい 

課題振付・楽曲の紹介 

カウントの数え方、 

 

リズムの取り方、簡単なコンビ

ネーションと短いコンビネーシ

ョン現代的なリズムのダンス特

有の動きを身に付ける。仲間

との練習。 

ダウン・アップ、サイドステッ

プ、ビズマーク、ボックスステッ

プ、トウエル、ロック、ユニゾ

ン。グループごとに成果を見

せ合う。 

 

カノン、リズムをキープしなが

ら踊る。ダンスの振り付けを自

由に創作、創作したダンスを

踊ってみる。最後の決めポー

ズの創作。 

 

発表会 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 
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○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a:ダンスの学習に自主的に取

り組もうとしている。互いの

良さを認め合おうとしてい

る。自己責任を果たそうとし

ている。お互いに協力し合お

うとしている。  

b:曲から動きのイメージをふ

くらませている。動きの中で

踊りによる表現方法を工夫

している。  

ｃ:リズムの特徴をとらえ変化

とまとまりを付けて踊ること

ができる。リズムに乗って全身

で踊ることができる。  

ｄ：ダンスの各技能の用語につ

いて学習した具体例を挙げて

いる。交流や発表の仕方につい

て学習した具体例を挙げてい

る。ダンスの特徴と表現の仕方

について理解したことを他者

に伝えることができている。  

 

 

出席状況 

受講態度の

観察 

技能観察 

レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断 

c:運動の技能      d:知識・理解 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


